青明舎　フェイスシート

　平成21年　6月1日　　担当：兵藤　拓明

	入　所　者
	氏　名　　助川　隼人　様　　　　　男・女　　　　昭和51年　8月　5日生（32歳）

	
	住　所　〒031-0802　八戸市小中野5丁目13-2　パンションリヴィエラ5G

電　話　（内）57　（外）22-5223　（携帯）080-6047-0665

	
	病　　名
	統合失調症（本人は知らない）
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成11年頃　（22歳頃）
	罹 患 期 間
	約9年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	みちのく記念病院
	外来受診日
	水曜日（隔週）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	年金
	なし

	
	その他
	生活保護受給

	障害程度区分
	申請中（5/18）

	日中活動の場
	パンションリヴィエラ

みちのく記念病院デイケア（週2日）

うみねこ幸房（週4日）

	住まいの場
	自宅

	利用年月日
	Ｈ21年5月18日
	身長
	167㎝
	体重
	60㎏

	最終学歴
	盛岡工業高校電気科（定時制）　卒業
	免許・資格
	普通自動車運転免許

	職　歴
	期　間　　　
	場所・仕事内容
	退職理由・その他
	

	
	1ヶ月
	ホテル東日本（盛岡）
	仕事が合わない
	

	
	1ヶ月
	トラック運転手（八戸市）
	会社の物を壊し辞めさせられた
	

	
	1ヶ月
	土木業
	不明
	

	
	1ヶ月
	土木業（神奈川県）
	→両親と共に勤める
	

	
	1ヶ月
	日産自動車工場
	仕事内容がきつかった
	

	
	1ヶ月
	熊さんラーメン工場（八戸市）
	→期間工
	

	
	5ヶ月
	ユニバース
	不明
	

	
	3ヶ月
	自動車ガラス工場（愛知県）
	→期間工
	

	
	3ヶ月
	富士重工業（群馬県）
	→期間工
	

	
	1ヶ月
	八戸物流サービス（八戸市）
	→期間工
	

	
	3ヶ月
	スズキ自動車（静岡県）
	→期間工
	

	
	6ヶ月
	トヨタ自動車（静岡県）
	→期間工
	

	
	6ヶ月（H15.11）
	ＢＳネットワーク（人材派遣）

→トヨタ自動車
	→期間工


	

	
	6ヶ月（H16.11）
	株式会社　大豊（人材派遣）
	詳細不明
	

	
	1年（H17.11）
	富士重工業（埼玉県）
	→期間工を終え実家へ戻る
	

	
	6ヶ月（H19.3）
	富士重工業（埼玉県）
	→期間工
	

	保　護　者
	氏　　名　　種田　　鶴子　　　様　　　　　　　続柄　　姉　　（同居　・否）

	利用目的

・仕事に就き、安定した収入を得たい。

	入院・治療歴

	①平成11年頃（通院１回で中断）　　みかわ神経内科　　　　　　通院　　うつ病

②平成20年4月　　　　　　　　　　みちのく記念病院　　　　　通院　　統合失調症

	生活歴

同胞4名の末子として出生。小学校時代は明るい性格で友人も多かったが、中学にあがる頃から人見知りが激しく大人しい性格となり友人との交流も少なくなった。八戸光星学院高校普通科へ進学するも、いじめをきっかけに登校拒否となり中退。その後は母と二人で盛岡へ転居、盛岡工業高校定時制電気科に入学し卒業する。卒業後は料理店へ就職し、調理場の皿洗いを行っていたが合わないという理由で辞める。その後も様々な職業に就くが長続きせず、出稼ぎしては帰郷を繰り返していた。平成19年10月に帰郷してからは仕事に就かず、長姉が管理する父母の年金を生活費とし、足りない分はこれまでの貯金をくずし生活にあて暮らしていた。精神科通院歴は22歳時に無為・自閉・希死念慮出現し、三姉から病院受診勧められみかわ神経内科受診。うつ病と診断されるも、自己判断で１度通院したきり中断している。31歳時に空笑あり、長姉に精神科受診を再度勧められみちのく記念病院受診し統合失調症の診断を受けるも、本人は神経衰弱と聞かされている（理由については不明で長姉も本人の病名については知らない）。



	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【父】青南病院入院中（南病棟）

【母】南郷高齢者住宅リラの家入居中。日中はクローバーズピアデイサービス利用。青南病院へは隔週で通院（11月よりヘルパー利用）。

【長姉】千葉県在住。父母の年金管理の他、必要があれば本人・二姉への経済的援助も行っていた。現在は隼人様の保護者となっている。家族による負担が大きく、精神的疲労有り。

【二姉】八戸市内在住。夫と離婚し、長女と2人暮らしであったが、長女は現在みちのく記念病院入院中生活困窮状態。アルコール依存症（疑）

【三姉】全般的に非協力的。


	氏　名
	助川　隼人　様
	男・女
	生年月日
	　昭和51年8月5日（32歳）

	長期目標（中期・短期）

	（長　期）就労生活によって賃金を得て、安定した生活を送る。

（短　期）就労訓練を行なうことで就業能力、対人技能を身につける。


	これまでの経過（前回評価日　20年11月10日）

	経過
母親が統合失調症であり、症状安定に伴い南郷の高齢者住宅へ入居。父親が認知症であり自宅療養していたが、同居していた隼人様の介護力不足が明らかとなり青南病院へ入院となる。長女は千葉県在住、次女はアルコール依存症、三女は非協力的という事もあり、周囲に支援を求めることが困難であることから両親と世帯分離し生活保護受給が決定、パンションリヴィエラでの単身生活が開始となる。

これらの多問題を抱える家族を八戸市地域包括支援センター、八戸市健康増進課、居宅介護支援事業所、青南病院、青明舎などの機関が連携して関わっており、現在も継続して家族を支援している。

現在の状況
現在パンションリヴィエラでの単身生活しており、週4回のデイケア利用、パンションでの清掃作業（ボランティア）を問題なく実施することができていた。単身生活開始から7ヶ月が経過、生活保護受給し生活も安定していることから、就労移行支援利用に向けて平成21年5月18日より、うみねこ幸房の体験利用を開始している。

体験中の状況については、やや緊張はみられるものの職員の指示に従い問題なく作業を実施している。職員の声掛けに対して笑顔もみられている。自立支援サービス受給決定後（6/1頃）、うみねこ幸房正式利用を予定している。

今後課題として考えられる点
①精神症状

現在は安定しているが、これまでの経過から就労生活を送ることによって精神症状が悪化することも考えられる。常時本人の状況を確認し、体調の変化に迅速に対応することが必要である。

②ストレス・悩みについて

対人交流を苦手としており、悩みなどを相談する相手がいないことで、ストレスが蓄積し、病状に悪影響を与えることも考えられる。

③生活リズムの乱れ
本人の今までの経過から自室に引きこもり、1日中ゲームやテレビをみて過ごすといった傾向にある。地域での活動を促すことで生活リズムの乱れや引きこもりを防ぐ必要がある。

④金銭管理について

パンション引越し後、時間を持て余しゲーム機器やレンタルDVD、菓子に無駄遣いが多くみられた。そのため、生活保護受給後に必要な生活費を細かく挙げ、金銭使途と額について具体的な金額を出し本人と確認している。

⑤就労に関して

今までの職歴からは継続的な就労が困難とされる要因があることが考えられる。就労訓練を実施することにより要因を明確とし、その部分を強化できるような支援が必要である。
⑥二姉の問題
アルコール依存症（疑）の二姉が経済的に困窮した状態であり、隼人様へ金銭的援助を求めてくることがある。今後も隼人様への接触が考えられ、そのことによる隼人様への影響も考えられるため、状況を確認し必要に応じて介入していく。

※二姉の娘は統合失調症・精神遅滞と診断され、現在みちのく記念病院に入院している。二姉自身の問題は未解決であり、関係機関が継続して情報交換を行うこととしている。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	生活支援
	①病状について

・病識が無いこともあり、本人の状態を確認し状態の変化があった場合は迅速に医療機関との連携を図る。

②ストレス、悩みに対して

・性格上、悩み（作業、対人関係など）について相談できないことが考えられるため、本人との信頼関係を構築しつつ、定期的な面談を設定することで相談しやすい環境を提供する。

・二姉からの接触があった場合、関係機関と連携して介入する。（保健師との姉宅訪問など）

③生活の乱れに対して

・就労訓練やデイケアを利用することによって生活リズムを整える。生活リズムが乱れた場合、原因を明確にして対処する。

④金銭管理について

・今後も浪費による経済的な問題が考えられるため、金銭使途についての確認を継続する。必要に応じて小遣い帳の使用も検討していく。

※保護者である長姉には定期的に本人の状況を報告する。
	3ヶ月

	就労支援
	・就労移行支援の正式利用を勧めていき、うみねこ幸房での支援計画に沿った訓練を実施。職務能力や対人技能の向上を目指す。

・定期的な面談により本人の状態を確認。能力に合わせた作業を送ることで無理なくステップアップできるよう、必要に応じてうみねこ幸房での支援計画の変更を求め、作業環境（時間、作業内容）を調整する。

※万が一うみねこ幸房での訓練が困難となった場合はパンションリヴィエラでの社会適応訓練への移行を検討する。

※訓練終了後は本人の能力にあった職場で就職できるよう支援する。
	3ヶ月
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